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●土工部と橋梁の舗装を連続化

●走行性・止水性・耐久性をアップさせ、維持管理コストはダウン
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床版と橋台パラペットの両端を鉄筋コンクリートで連結します。
土工部と橋梁の舗装を連続化します。

構 造

RC連結ジョイントの概要図

設計伸縮量20mm以下の
既設コンクリート橋

適用
範囲

走行性UP、止水性UP、
耐久性UP
維持管理コストDown

効 果

走行性の改善（騒音・振動の低減） 完全止水による劣化対策（伸縮装置からの漏水が劣化の原因）
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RC連結部材のひずみ変動量（年温度変化＞＞活荷重）

温度変化に伴う桁伸縮に着目した設計

年温度変化によるひずみ変動

❶既設ジョイントのはつり ❷鉄筋の設置

❸コンクリート打設 ❹舗装の連続化
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検　討

適用範囲
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既設コンクリート橋
鋼製支承
岩着基礎でないこと

（設計伸縮量20mm以下)
上記を満足した条件でかつ可動支承側＆固定支承側

地盤の変形（地盤バネ）を考慮した設計

温度変化による橋体の挙動
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上部構造
橋梁形式（RC橋、PC橋）

けた伸縮長さ（スパン、径間数）

橋台型式（逆T形式、扶壁式、箱式）
橋台高さ

下部構造

基礎形式（直接基礎、くい基礎[杭長さ]）

地盤反力
基礎構造

設計

設計伸縮量
20mm以下に適用可能

検討結果
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温度変化による変形

変形図

RC連結部材

A2

活荷重によるひずみ変動

伸縮装置

漏水
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完全止水
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RC連結部材鉄筋

舗装

土工部
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